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鹿
児
島
教
区
巡
教
と 

神
道
祭
式
作
法
講
習
会 

を
開
催 

四
月
二
十
日
か
ら
二
十
七
日
の

八
日
間
、
本
庁
参
向
使
に
よ
る
恒

例
の
鹿
児
島
教
区
巡
教
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

鹿
児
島
は
教
祖
宍
野
半
さ
ま
ご

生
誕
の
地
で
、
教
師
・
教
会
が
大

変
多
く
、
本
教
に
と
っ
て
重
要
な

布
教
の
拠
点
で
す
。
巡
教
が
実
施

さ
れ
た
教
会
で
は
、
教
会
長
を
は

じ
め
教
師
が
一
緒
に
祭
典
を
奉
仕

し
ま
し
た
。 

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
神
道
祭
式

作
法
講
習
会
で
も
、
熟
練
の
教
師

や
初
任
者
の
参
加
の
も
と
、
神
道

の
起
源
や
本
教
の
歴
史
は
も
ち
ろ

ん
、
祭
式
作
法
に
つ
い
て
熱
心
な

講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

鹿
児
島
教
区
巡
教
の
各
教
会 

（
巡
教
順
） 

大
國
宮
（
木
之
下
展
久
教
会
長
）
、

種
實
満
宮
山
下
裕
二
家
宮
、
鹿
児

島
敬
仰
宮
（
大
野
ト
シ
子
教
会
長
）
、

種
實
満
宮
山
元
俊
洋
家
宮
、
羽
島

宮
教
会
（
徳
永
春
雄
教
会
長
）、
遵

好
教
会
（
山
下
好
子
教
会
長
）、
種

實
満
宮
村
元
弥
生
家
宮
、
高
穂
宮

（
吉
留
光
子
教
会
長
）
、
八
支
の
道

（
福
田
倶
子
講
義
）
、
種
實
満
宮

（
西
川
満
衣
子
教
会
長
）、
仙
醍
教

会
（
鈴
木
邦
子
教
会
長
） 

神
道
祭
式
作
法
講
習
会
参
加
者

（
鹿
児
島
教
区
） 

西
川
満
衣
子
、
村
元
弥
生
、
折
田

る
み
、
山
元
孝
子
、
山
下
裕
二
、

永
吉
幼
和
、
山
元
俊
洋
、
西
川
實

俊
、
村
元
康
人
、
内
山
茂
人
、
柳

田
健
保
、
小
松
真
弓
、
平
石
尚
子
、

木
之
下
展
久
、
田
口
松
夫
、
益
山

千
鶴
子
、
神
之
門
ま
ゆ
み
、
若
松

和
子
、
桑
代
僚
子
、
福
永
千
恵
美
、

安
永
み
ど
り
、
徳
永
春
雄
、
戸
高

一
智
、
川
畑
登
志
子
、
須
納
瀬
美

和
子
、
宮
下
優
子
、
野
元
成
津
美
、

山
内
明
美
、
山
下
い
ず
み
、
山
下

修
平
、
山
下
弘
美
、
山
下
静
香
、

天
野
光
子
、
馬
場
久
雄
、
北
山
明

子
、
神
之
門
愛
子 

（
仙
醍
教
会
講
習
会
） 

鈴
木
邦
子
、
山
内
洋
子
、
下
薗
美

幸
、
冨
重
良
子
、
羽
山
徹
、
羽
山

久
子
、
山
中
薫
、
濱
田
重
人
、
濱

田
光
代
、
濱
田
敏
久
、
濱
田
阿
生
、

加
世
田
裕
子
、
宮
下
弘
子
、
岩
田

睦
子 

 

鹿
児
島
教
区
の
講
習
の
様
子 

 

 仙
醍
教
会
の
講
習
の
様
子 

 
 

 
 

  
 

◆
編
集
担
当
よ
り 

本
号
は
、
六
教
派
特
立
百
三
十
年

記
念
事
業
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

特
集
号
の
た
め
、
連
載
記
事
は
お

休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

     

「
扶
桑
」 

発
行
元 

扶
桑
教
大
教
庁 
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東
京
都
世
田
谷
区
松
原 
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